
①第１回ビューロー・インバウンドセミナー

京都市内事業者向け説明会（H26.6月19日）
②免税相談窓口の開設（H26.6月20日～）

• H26年3月に採用の担当職員2名が対応
• 免税店制度や申請に関する様々な問合せに対応
（H27.6月1日時点で523件）

• 対応時間は平日9時～17時
• 税理士に監修を依頼し、必要に応じ確認のうえ回答

・会場：京都商工会議所
・（1部）現行免税店向け説明会
・（2部）新規参入店向け説明会
・参加者：計179名

※観光庁・国税局から講師を招聘。周知に関しては商工会議所の
協力を得た
この他、商店街等での個別説明会も要望に応じ開催（13件開催、約405名）

2014年10月の外国人旅行者等への消費税免税制度改正を機に，観光庁等と連携し市内事業者の
ビジネスチャンスにつながるよう支援し、ショッピング環境の改善を図るために，京都市及び(公財)
京都文化交流コンベンションビューローでは以下の15種の支援事業を実施。
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免税店拡大等のための支援事業 進ちょく状況（H27年6月）

ＮＨＫおはよう日本でも報道京都市門川市長挨拶

③事業者向けメールマガジン配信
（H26.6月24日～）

• 説明会参加事業者のうち、希望者対象。ＦＡＸ・郵送も
含む（422件）

• 相談窓口で得られた共有可能な情報や、事業者から提供
された情報を月3回程度配信。
（H27.6月1日時点で33回）

京都市内の免税店数

2014年4月1日現在の市内免税店 （大阪国税局公表数） 178店
2014年10月1日現在の市内免税店（大阪国税局公表数） 334店
2015年4月1日現在の市内免税店 （大阪国税局公表数） 715店
4月以降増加店舗数 537店



⑤免税店向け多言語コールセンター開設
（H26.1 0月1日～）

④京都市免税店支援ホームページ開設
（H26.8月13日～）

• 事業者様向けに免税制度を解説したホームページ
• 免税制度についてシンプルに分かりやすく説明。
• 申請に必要な資料，記入例，マニュアルを掲載（ダウン

ロード可）
• 外国人との会話集も掲載（英、繁体・簡体・韓）
• http://hellokcb.or.jp/menzei/

・市内免税店は通話料のみで利用可能
・利用時間：24時間（H26年度は、9～２１時）
・通訳言語：日本語⇔５言語（英,中,韓,ｽﾍﾟｲﾝ,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ）
・翻訳言語：日本語⇔１１言語
・店舗内表示等の翻訳もＯＫ
・利用件数（6/1時点で 通訳276件 翻訳114件）
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⑥事業者との協働で免税販売用資材作成
（H26. 9月末～）

・免税販売に必要な購入記録票、消耗品用に義務付けられ
た包装資材を免税販売実績の長い市内事業者と作成

・小口販売にも対応し、価格を抑える
・初めてセットを作成し、消耗品を扱う新規免税店の負担
を軽減

（消耗品用袋、密封用テープ、購入記録票100件分で約
5000円～）

＜参考＞他県の事業者、自治体等からも問い合わせが複数
寄せられている。
・観光庁、中小企業庁、大阪商工会議所、東大阪商工会議
所、全国道の駅、資生堂、株式会社税務経理協会、鳥取・
岡山アンテナショップ、加山雄三ミュージアムなど

⑦京都オリジナル
免税店ステッカー作成

・1店舗2枚配布
・ｻｲｽﾞ100×160㎜



⑧4か国語対応、指さし会話ツールを作成
⑨外国人旅行者向け公式ウェブサイトに
免税店情報を掲載（H26.11月12日～）

JSTO（ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・ﾂｰﾘｽﾞﾑ協会）や観光庁、（公財）
京都文化交流コンベンションビューローが作成した多言語での
案内ツールを店頭で使いやすくパウチ加工し、リングに通し、
指さし会話ツールとして事業者様に配布。限定100セット
【掲載内容】
・言語は、日本語、英語、韓国・朝鮮語、中国語（繁・簡）
・衣料品購入時に必要な単語、サイズ、色など
・スタッフが返答する際に必要な単語
・会計時に必要な単語
・一般物品・消耗品の区別の説明
・免税手続きのご案内など

• 「Kyoto Official Travel Guide」に京都市内の
免税店リスト、免税手続きガイドを掲載

• 商品カテゴリー別、エリア別で免税店を検索可
• マルチデバイス対応で、スマートフォンからの
閲覧も可

• 対応通貨、使用可能クレジットカードなどの支
払い情報も掲載

• Google MAPの位置情報も掲載
• http://kyoto.travel/en/traveller_kit/taxfree_info
• 掲載店舗数246店舗（6/10現在）
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http://kyoto.travel/en/traveller_kit/taxfree_info


⑪京都オリジナル免税店ステッカー、希望に
応え、A4サイズを追加作成

• 事業者から、もっと大きなサイズが欲しいとの声が多く、
Ａ４サイズで追加作成を実施

• 繁体語、簡体語、韓国・朝鮮語での「免税店」を追加表記

⑫「便利な表現・会話集」に中国語、韓国
語・朝鮮語を追加

・「京都市免税店支援ホームページ」内の、【便利な表
現・会話集】に、英語以外の言語（繁体語、簡体語、
韓国・朝鮮語）を追加。全４言語で掲載
http://hellokcb.or.jp/menzei/

⑩事業者毎でトレーニングを実施

・新制度に伴い新たに免税店登録をしたお店を対象に実施
・購入記録票の記入方法、パスポート貼付方法、よくある
質問等、運用を開始するにあたりスタッフへの研修を実
施（6月1日現在 34店舗170名に実施）

⑬新免税制度に関するアンケートの実施

・H26年4月以降に許可を取得した新規免税店を対象に実施
79店舗から回答取得（回答率85.7％）

・受け入れ体制と課題認識を把握するために実施。
・免税販売にあたり追加した対応内容、免税販売件数、売上、
トラブル、満足度合などを調査。



NHK京都の取材の様子

⑭第２回 ビューロー・インバウンドセミナー

免税店スタッフ向けに英語トレーニングを実施（Ｈ27.２月26日）

・市内の免税店を対象に募集（各店より１名）
・定員２０名限定（申込順）が即満席。
・内容①免税販売に必要な単語と発音練習

②簡単な単語の構成で通じる会話レッスン
③ロールプレイングで実践練習

・自信をもって英語で免税販売ができるよう５名
ずつのグループに分かれ、少人数でトレーニン
グを実施。

・免税販売に特化したテキストを作製、参加者に
配布。

・参加者のアンケートでは全員が満足と回答。
・ＮＨＫ京都が取材、当日のニュースで放映。

当日のレッスンの様子

⑮外国人来客向けの
免税制度説明リーフレットを作製

・免税店からのリクエストにより作製（５万部）
・250部単位から配布
・店頭で外国人客によく聞かれる免税の質問を
ピックアップ。説明時間の省略を図る。

・頻度の高い４言語で作製（英、中、韓、仏）
・B５サイズ 縦2つ折り


